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生水だより
せ い す い 令和4年9月号

No.75
問上下水道部工務課・総務課（☎79-2800）

　　～安全・安心な水道水をお届けするために～
いつまでも皆さんの近くにありつづける水道

安定した財政基盤の強化

シリーズ⑤：生駒市水道事業ビジョン「持続」

　本市水道事業では、給水収益の減少や施設更新需要の増大など、経営を取り巻く環境が厳しさを増す状況
の中、さらなる経営改善、安定した事業運営を進められる体制づくりを目指しています。今回はその中で、コス
ト削減や財源の確保についての取組を紹介します。

■コストの削減　 �

施設更新費・動力費など約19億円の
削減

　�　老朽化した施設の更新に合わせ、送
水ルートを見直し再編成。この取組に
より、2019年から3年連続で省エネ優
良事業者（省エネ法）となりました。
■財源の確保　

売電収益年間約1,200万円の増収
　�　奈良県営水道の平群調整池から山
崎浄水場に送られてくるときに生じる
水圧を有効利用した小水力発電を導
入しました。

災害時の断水に備え、鹿ノ台配水場内に緊急用給水設備が6
月末に完成。市民の皆さんも、容易に給水活動ができるように
なりました。

緊急用給水設備

News

施設の再編成前

施設の再編成後

小水力発電

新小瀬中継所
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